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土壌薄片を用いた土壌微細領域における放射性セシウム分布と移動要因解析 

井倉将人１ 農研機構・農業環境変動研究センター１

１．はじめに 

東京電力福島第一原発事故後、農地土壌中の放射性セシウムの深度分布解析が行われ、放射性セシウムの鉛

直分布状況が明らかになってきたが、土壌断面の空隙や礫、植物根等の土壌構成物近傍における放射性セシウ

ムおよび安定同位体元素の詳細な分布については明らかになっていない。放射性セシウムの下方浸透において

浸透水や土壌懸濁粒子の移動が密接に関与しており、放射性セシウムの移動における土壌中の構成物の影響を

明らかにする必要がある。農地土壌において放射性セシウムのほとんどが表層に止まり、浸透水や土壌懸

濁粒子の移動により微量の放射性セシウムが下方へ移動するが、移動速度には土壌中の空隙や礫、植物根

の有無等が影響すると考えられる。本研究では土壌断面の表層および下層から土壌薄片を作成し、非破壊

的に土壌薄片の放射能分布および安定同位体元素分布の解析を行うことにより、土壌中の微細領域におけ

る放射性セシウム分布と土壌構成物の関係を明らかにする事を目的とする。 

２．試料および方法 

〔土壌薄片作成〕 

東京電力福島第一原発事故前後に土壌撹乱の極めて少ない圃場にて土壌断面を作製し、表層付近からクビエ

ラボックスを用いて土壌ブロックを採取した。土壌ブロックは樹脂を用いて固定し、厚さ 150µｍの土壌薄片

を作成した。 

〔放射性セシウム分布解析〕 

 土壌薄片をイメージングプレートに接触させ、得られた感光像から放射性セシウムの分布を解析した。土壌

薄片の微細領域は顕微鏡等より画像を取得し、微細領域における放射性セシウムの詳細な分布を解析した。 

〔元素マッピング〕 

 土壌薄片の目的部位を粒子励起 X線放出分析法により、ナトリウムからウランまでの網羅的な安定同位体元

素の二次元分布を測定した。得られた分布情報を薄片の顕微鏡画像および放射性セシウム分布と照合し、土壌

微細領域における放射性セシウムと安定同位体元素分布について比較を行った。本研究では特に表層土壌薄片

の解析を中心に実施した。 

３．結果および考察 

土壌薄片の粒子励起 X線放射分析により非破壊的な元素分布が明らかになり、カリウムや塩素等の分布解析

により浸透水の通過経路を特定できる可能性が示唆された。農地土壌において放射性セシウムのほとんどが表

層に止まり、浸透水や土壌懸濁粒子の移動により微量の放射性セシウムが下方へ移動すると考えられ、今後は

放射性セシウムの下方移動速度における空隙や礫等の影響を明らかにする必要がある。土壌微細領域中の元素

分布解析により土壌中の放射性セシウム動態要因解明および移動リスク評価への貢献が期待された。 
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